
  

  
日日時時：：平平成成 1199 年年 77 月月 2299 日日（（日日））  99：：4455～～1122：：0000  
場場所所：：野野洲洲市市中中央央公公民民館館  第第 11 集集会会室室  
 

現現地地見見学学会会タタイイムムススケケジジュューールル  
  

  99：：3300  ～～    99：：4455  受受  付付  

  99：：4455  ～～    99：：5500  開開会会のの挨挨拶拶  

  99：：5500  ～～    99：：5555  本本日日のの予予定定確確認認  

  99：：5555  ～～  1100：：2255  野野洲洲川川のの保保全全とと利利用用のの説説明明  

河河川川敷敷のの利利用用ににつついいてて説説明明ししまますす。。  
ググラライイダダーーのの飛飛行行をを映映像像でで説説明明ししまますす。。  

1100：：2255  ～～  1111：：3355  現現地地見見学学（（野野洲洲川川河河川川敷敷  川川田田大大橋橋上上流流付付近近））  

  ママイイククロロババススででググラライイダダーー訓訓練練場場候候補補地地にに移移動動ししまますす。。  
現現地地でで展展示示ししたたググラライイダダーーをを見見学学ししまますす。。  
河河川川敷敷のの利利用用ととググラライイダダーーのの練練習習方方法法をを説説明明ししまますす。。    

1111：：3355  ～～  1111：：44００  リリララッッククススタタイイムム    

1111：：44００  ～～  1111：：5555  アアンンケケーートトののごご記記入入  

    説説明明ししななががらら読読みみ上上げげまますすののでで、、ごご記記入入をを願願いいまますす。。  

1111：：5555  ～～  1122：：0000  閉閉会会のの挨挨拶拶  

 
 



  

ファイシリテータの紹介 

久保田 洋一（くぼた よういち） NPO 法人 近畿水の塾 理事 

専門は都市計画。京阪神を中心として各地の住民参加のまちづくりに関わる。天

ヶ瀬ダムワークのファシリテーターや、大阪市加島地区のまちづくり実行委員会

等、河川計画、まちづくり計画、公園計画などを支援。地元宝塚市のコミュニティ

活動にも積極的に参加。 

「現地見学会」の開催 

野洲川河川敷のグライダー訓練場候補地に案内します。 

野洲川河川敷にグライダーを持ち込んで展示します。 

現地で、グライダー訓練場として河川敷の整備と練習方法（離陸、着陸など）を説明

します。 

現地見学で感じられた、ご意見をアンケートにてお答え願います。 

また、次回の、「語り合う会」で意見を述べていただける方を募集します。 

日時：平成19年７月29日(日)  9:45～12:00（小雨決行）  

場所：野洲市中央公民館 

 

「語り合う会」の開催 

グライダー訓練場について、参加者の皆さん方が感じられた意見を発表していただ

きます。 

意見発表のお手伝いをファシリテータ(進行役)がします。ファシリテータが「現地見学

会」のアンケート結果をもとに、論点を整理して進行します。 

意見を述べる参加と、意見を聴く(傍聴)参加ができます。 

意見を交換することで、意見を共有して深めていただきます。 

なお、この結果は、河川保全利用委員会に報告し、グライダー審査の判断資料とさ

せていただきます。 

日時：平成 19 年８月 26 日(日)  13:30～15:30 

場所：野洲市中央公民館 
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グライダー訓練場に関するグライダー訓練場に関する
現地見学会について現地見学会について

　　　　　平成１９年７月２９日（日）　　　　　平成１９年７月２９日（日）

　　　　　　　　琵琶湖河川事務所　　　　　　　　琵琶湖河川事務所

河川法の改正河川法の改正

平成９年に河川法が改正されました。平成９年に河川法が改正されました。

　・治水、利水に環境保全への取組が追加　・治水、利水に環境保全への取組が追加

　・住民等の意見を聴いて「河川整備計画」を　・住民等の意見を聴いて「河川整備計画」を

　　 策定策定

　※「河川整備計画」とは今後２０～３０年間に　※「河川整備計画」とは今後２０～３０年間に
おいてどのような河川整備を実施していくのおいてどのような河川整備を実施していくの
かという計画です。かという計画です。

河川整備計画策定における河川整備計画策定における

　　　　　　　　　　　　　　　これまでの経過（１）　　　　　　　　　　　　　　　これまでの経過（１）

　平成１３年　２月　淀川水系流域委員会を設置　平成１３年　２月　淀川水系流域委員会を設置

　平成１４年１２月　河川整備計画策定に向けての　　　　　平成１４年１２月　河川整備計画策定に向けての　　　　

　　　　　　　　　　　　資料（第１稿）　　　　　　　　　　　　資料（第１稿）

　平成１５年　６月　河川整備計画策定に向けての　平成１５年　６月　河川整備計画策定に向けての

　　　　　　　　　　　　資料（第２稿）　　　　　　　　　　　　資料（第２稿）

　河川管理者から資料を提示しながら流域委員会にて議論　河川管理者から資料を提示しながら流域委員会にて議論
を重ねてきました。を重ねてきました。

河川整備計画策定における河川整備計画策定における

　　　　　　　　　　　　　　　これまでの経過（２）　　　　　　　　　　　　　　　これまでの経過（２）

　平成１５年　９月　「河川整備計画基礎原案」　平成１５年　９月　「河川整備計画基礎原案」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（河川管理者提示）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（河川管理者提示）

　平成１５年１２月　「基礎原案に対する意見書」　平成１５年１２月　「基礎原案に対する意見書」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（流域委員会提出）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（流域委員会提出）

　平成１６年　５月　「河川整備計画基礎案」　平成１６年　５月　「河川整備計画基礎案」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（河川管理者提示）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（河川管理者提示）

　　

　　流域委員会で議論を重ね、河川整備計画を策定する予定です。流域委員会で議論を重ね、河川整備計画を策定する予定です。
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これまでの河川整備についてこれまでの河川整備について

　　広範囲に造成された高水敷は社会的要請に応えて、広範囲に造成された高水敷は社会的要請に応えて、

　公園・グラウンド等の施設整備が進められてきました。　公園・グラウンド等の施設整備が進められてきました。

（例）野洲川では、高水敷約１７０万㎡のうち、（例）野洲川では、高水敷約１７０万㎡のうち、

　　　約４５万㎡（約２５％）が公園等に整備され　　　約４５万㎡（約２５％）が公園等に整備され

　　　ています。　　　ています。

　しかし、これらの人工的に整備された施設は一方で、　しかし、これらの人工的に整備された施設は一方で、

　河川の生態系を縦断的に分断し、また本来の河川の　河川の生態系を縦断的に分断し、また本来の河川の

　姿である瀬や淵、水陸移行帯及び変化に富んだ河川　姿である瀬や淵、水陸移行帯及び変化に富んだ河川

　空間を失わせている例もあります。　　空間を失わせている例もあります。　

今後の高水敷の利用のあり方今後の高水敷の利用のあり方

　　「川でなければできない利用・川に活かされた利用」とい「川でなければできない利用・川に活かされた利用」とい

う観点から、う観点から、

　　グラウンドやゴルフ場等のスポーツ施設などのグラウンドやゴルフ場等のスポーツ施設などの

　本来河川敷以外で利用する施設は縮小していく方針　本来河川敷以外で利用する施設は縮小していく方針

　しかし、　しかし、

　・既存の施設は数多くの人たちに利用されている　・既存の施設は数多くの人たちに利用されている

　・住民や自治体などからはグラウンド等のスポーツ施設　・住民や自治体などからはグラウンド等のスポーツ施設

　　に対する存続及び新設の強い要望がある　　に対する存続及び新設の強い要望がある

　→各地域や河川によって状況は異なります。　→各地域や河川によって状況は異なります。

河川保全利用委員会の設立河川保全利用委員会の設立

　グラウンド等の施設の許可にあたっては、　グラウンド等の施設の許可にあたっては、

　河川整備計画基礎案に基づいて　河川整備計画基礎案に基づいて

　各地域及び各河川毎に　各地域及び各河川毎に

　　「河川保全利用委員会」「河川保全利用委員会」を設置し、を設置し、

　住民などから広く意見を聴き案件毎に判断し　住民などから広く意見を聴き案件毎に判断しまま

　す。　す。
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現地見学会と語り合う会の目的現地見学会と語り合う会の目的

　　

　河川保全利用委員会からの要請により、　河川保全利用委員会からの要請により、

　グライダー案件について住民の皆さまの意見　グライダー案件について住民の皆さまの意見

　をお聴きします。　をお聴きします。

　　

　※取りまとめた意見は河川保全利用委員会に報告　※取りまとめた意見は河川保全利用委員会に報告
し、より深い議論をしてもらうとともに、琵琶湖河川し、より深い議論をしてもらうとともに、琵琶湖河川
事務所の検討材料にもします。事務所の検討材料にもします。

　　 なお、意見の多数決によりグライダー案件の許可・なお、意見の多数決によりグライダー案件の許可・
不許可を判断するものではありません。不許可を判断するものではありません。

　　

河川敷地占用許可準則について河川敷地占用許可準則について

　　※河川敷地占用許可準則とは・・・※河川敷地占用許可準則とは・・・

☆河川敷地は河川の流路を形成し、洪水の際には安全に☆河川敷地は河川の流路を形成し、洪水の際には安全に
流下させ、洪水による被害を除却し、又は軽減させるも流下させ、洪水による被害を除却し、又は軽減させるも
のです。のです。

☆一方では、国民の皆さまに開かれた公共用物として河☆一方では、国民の皆さまに開かれた公共用物として河
川環境に配慮しながら、他の利用に支障のない範囲で川環境に配慮しながら、他の利用に支障のない範囲で
多様な利用に供することが望まれる空間でもあります。多様な利用に供することが望まれる空間でもあります。

　　　　　　　　　　

→治水、利水及び環境に係る本来の機能が総合→治水、利水及び環境に係る本来の機能が総合
的かつ十分に維持されるとともに、良好な環境的かつ十分に維持されるとともに、良好な環境
の保全と適正な利用を図るために河川敷地の占の保全と適正な利用を図るために河川敷地の占
用許可に係る基準を定めたもの。　　用許可に係る基準を定めたもの。　　

　　第７第７ （占用施設）　占用施設は、次の各号に規定す（占用施設）　占用施設は、次の各号に規定す

る施設とする。　る施設とする。　

　六　次のイに掲げる施設その他の周辺環境に影響　六　次のイに掲げる施設その他の周辺環境に影響
を与える施設で、市街地から遠隔にあり、かつ、公を与える施設で、市街地から遠隔にあり、かつ、公
園等の他の利用が阻害されない河川敷地に立地す園等の他の利用が阻害されない河川敷地に立地す
る場合に、必要最小限の規模で設置が認められるる場合に、必要最小限の規模で設置が認められる
施設施設

　イ　グライダー訓練場　イ　グライダー訓練場

グライダー訓練場の準則上の位置づけグライダー訓練場の準則上の位置づけ

グライダー訓練場については河川敷地占用許可準グライダー訓練場については河川敷地占用許可準
則によりますと次のように規定されています。則によりますと次のように規定されています。



4

　これは、グライダー訓練場等について、利用　これは、グライダー訓練場等について、利用

　形態を自由な利用にのみ委ねてしまうと、　形態を自由な利用にのみ委ねてしまうと、

　他の一般公衆の河川敷地の利用及び周辺住　他の一般公衆の河川敷地の利用及び周辺住

　民への迷惑となり、また無秩序な河川利用を　民への迷惑となり、また無秩序な河川利用を

　回避する観点から、限定的に占用を認める途　回避する観点から、限定的に占用を認める途

　を開いているものです。　を開いているものです。

　第６　第６ （占用主体）　（占用主体）　

　占用の許可を受けることのできる者は、次の　占用の許可を受けることのできる者は、次の
各号に掲げるものとする。各号に掲げるものとする。

　　四　水防団体・公益法人その他これに準ずる者四　水防団体・公益法人その他これに準ずる者

　　
　→（財）日本学生航空連盟は公益法人に該当します。　→（財）日本学生航空連盟は公益法人に該当します。
　　

　　よって、準則上からは占用許可が可能です。よって、準則上からは占用許可が可能です。

占用主体について占用主体について

占用主体については準則上、次のように規定されていま占用主体については準則上、次のように規定されていま
す。す。
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野洲川河川敷のグライダー利用

平成１９年７月２９日　財団法人　　日本学生航空連盟

施設の概要　

・野洲川右岸高水敷の川田大橋から
　矢田樋門の間
　　 　　５０ｍ×１３００ｍ　

　　 　６５，０００㎡

・実際に使用する範囲
　 　◇着陸帯　　２０ｍ×１００ｍ
　　 ◇離陸帯　　２０ｍ×１００ｍ
　 　◇曳航ロープ伸展エリア

　　　　　　　　　　　　３ｍ×１０００ｍ
　　 ◇ウインチセット場所、曳航ロープ
　　 　回収エリア

　　　　　　　　　　　　　５０ｍ×１００ｍ
　　　　◇索戻し車リターン通路
　　　　　　　　　　　２ｍ×１０００ｍ

　　 　　合計　１４，０００㎡

※使用する場所は風向きにより異 なり
ます。

川田大橋

矢田樋門

滑空場利用時のイメージ　

曳航索落下エリア

曳航索伸展コース

離陸エリア

・グライダーの離陸は曳航索の

　落下エリア周辺に他の利用者

　がいない時に実施。

・曳航索はウインチ直前まで巻き

　取る。　（別添資料、映像参照）

・無線機を持った安全監視員を配置、

　必要に応じて訓練を中断する。

着陸進入コース

着陸帯

安全監視員

安全監視員

安全監視員

索戻し車通行コース

曳航用ウインチ

滑空場の運用イメージ（離陸・着陸の場所）　

・離陸帯と着陸帯を前後に分離して配置する。
　　

・離陸、着陸での滑走距離は１００ｍ程度。

　　
・着陸進入は河川敷湾曲部分の南北にある
　直線部分を進入コースとして利用。

・グライダーは風に向かって離着陸します。
　風向により離陸場所、ウインチの設置場所
　を変えます。

進入コース

着陸帯

離陸帯

離陸帯

着陸帯

進入コース
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高度１００ｍ

滑空場

野洲川予定地　場周コース　

６００ｍ ６００ｍ

着陸コース

川田大橋

高度１００ｍ

６０ｍ
着陸滑走約１００ｍ 着陸滑走約１００ｍ

グライダーについて　
グライダーは、エンジンなど前に進むための動力を持たない航空機。離陸するにはウインチな
どに引っ張り上げてもらう必要があるが、高度をとって、ロープを切り離した後は自在に飛ぶこ
とができる。

”滑空比” はグライダーの性能を表す

指標で練習に使われる機体でこの値
は30ぐらいです。

滑空比は機体が１ｍ沈むのに対して
何ｍ前に進めるかを表す比。

滑空比３０の機体だと機体が１ｍ沈む
間に前方に３０ｍ進むことができます。

高度が１０００ｍあれば３０ｋｍの距離
を飛行できる。　　　　　　　　　　　　　　
　　　　（京都～野洲間が約３０ｋｍ）

グライダー特有の飛行法として、“ソアリング”
があります。これは局地的に発生する“上昇気
流”を見つけ、この中で旋回を続けることで上

昇気流に乗り、高度を獲得する飛行方法です。
上手く上昇気流をつかめば何時間もの飛行を
することが可能。

グライダーの安全性（航空機の特性）　

・　グライダーは空を飛ぶものの中でも安全性は最も高い部類に入ります。

Ａ．エンジンがないので、エンジンに起因したトラブルがない。

　Ｂ．構造がシンプルで、コントロール機構も簡単なので故障が少ない。

　　　　 Ｃ．丈夫に出来ている（８倍の加重に耐えられる）。

　 Ｄ．操作する機構が少なく、従ってパイロットの操作ミスが少ない。

　　Ｅ．飛行速度、特に着陸速度が遅く、万が一の場合でも安全に着陸出来る。

　　Ｆ．最初の練習から教官同乗なので、練習生の安全管理が出来る。
　　　　

　　　

・　　危険スポーツの対象外
　　　　不測の事態に備えて十分な保険をかけます。グライダーはパラグライダー、
　　　　ハンググライダー山岳登坂などの危険スポーツから除外され、搭乗者は
　　　　一般の傷害保険が適用されます。
　　　　連盟の訓練機は三億円の第三者賠償保険、搭乗者一名あたり５０００万円
　　　　の傷害保険をかけている。
　　　　　　　　　

グライダー曳航用ウインチの騒音　

環境基本法弟１６条弟１項に基づく騒音に
係る官許基準について告示　　　　　　　　　
　（平成１０年環境庁告示弟６４号）

環境騒音、航空機騒音、新幹線鉄道騒音、
在来鉄道騒音に関する基準でもっとも厳し
い環境基準の基準値に適合するかを測定
した。（資料映像）

　　　ＡＡ　　　昼間　　　５０デシベル以下　

　　　　　　　　　療養施設、社会福祉施設の

　　　　　　　　　集合地で特に静穏を要する

　　　　　　　　　地域

　　　Ａ　　　　昼間　　　５５デシベル以下　　

　　　　　　　　　住居専用地域

ウインチから　　　２５ｍ　　　７６　デシベル

　　　　　　　　　　　５０ｍ　　　６４　デシベル

　　　　　　　　　　１００ｍ　　　５３　デシベル

　※１００ｍの距離では風の音などの方が騒音レベルが高い。

　※当該地域でもっとも近い住宅までの距離は２００ｍ対岸

　　　までの距離も３００ｍ以上。　　　
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飛行するエリア

半径２キロ

半径９キロ

・通常の練習飛行

　　半径約２㎞

　の範囲で実施

・上昇気流で高度

　を獲得した場合

　　半径約９㎞

　の範囲を飛行




